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平成 29 年度 京都市学校教育の重点 

本校が目指す教育 

Ⅰ 学校教育目標  

Ⅱ めざす子ども像 

「いきいき」     ○心も体も元気な子 

「なかよく」     ○命ときまりを守りきる子 

「りそうに向かって」 ○目標をもって自ら学び続ける子 

「いなり」      ○学校・地域を愛する子 

◎「考動する」…「考えて行動する」 

＜京都市の目指す子ども像＞ 

「伝統と文化を受け継ぎ，次代と自らの未来を切り拓く子ども」

◆ 京都が育んできた伝統と文化に立脚し， 

広い視野と豊かな感性により，よりよい人生や社会を創造する子ども

◆ 学校教育を通じた学びを生かし，社会的・職業的自立を果たす子ども

◆ 多様な他者と共に生き，学び合い，人権文化の担い手となる子ども 

い
な
り

いきいき なかよく りそうに向かって 考動する子 

＜学校教育において重視する視点＞ 

― 子どもの主体性と社会性の育成を目指して ―

「自ら学ぶ力」と「自ら律する力」を高める 

１ 授業を通して自ら学びに向かう力を育み，身に付けさせる

２ 家庭での自学自習の習慣をつける

３ 自他を大切にする態度を育成する

４ 「公共の精神」に基づく態度を育成する

＜学校運営の柱＞ ～全教職員で進める確かな学校教育～ 

①子どもの命を守りきる ②すべての教職員がカリキュラム・マネジメントの視点で学校教

育を推進する ③教育者としての職責を自覚し，その専門性を高める ④小中一貫教育など

校種間連携を推進する ⑤学校の組織力を高め，子ども一人一人の課題に対する支援を行う

⑥保護者・地域と連携・協働した取組を推進する ⑦関係機関など社会と連携した総合的・

継続的な支援を展開する



Ⅲ 学校教育目標の具現化

学校運営 

協議会 

学校 HP 

学校便り 

学校評価

学校教育目標 

「いきいき なかよく  

りそうに向かって考動する子」

〇心も体も元気な子 

〇命ときまりを守りきる子 

〇目標をもって自ら学び続ける子 

〇学校・地域を愛する子 

研究主題

人と人とのかかわりの中で 

心を豊かにする子どもの育成

～心に響く「道徳の時間」を通して～ 

家庭 

・基本的な生活習慣

・家庭学習

・PTA 活動の活性化

＜研究実践＞ 

・普通授業の充実 

・基礎・基本の習得と活用 

・問題解決的な学習 

・言語活動の充実 

・道徳授業の充実 

・授業の UD 化 

＜健康・安全・運動＞

・基本的生活習慣の定着

・生命尊重の態度育成

・食に関する指導の推進

・安全・防災意識の向上

・運動能力と体力の向上

＜研究体制＞ 

・取組の精選 

・協力指導体制 

＜人権・生指・道徳＞ 

・人権教育の充実

・規範意識の向上

・社会性の育成

・自尊感情を高める

・道徳教育の充実

学校経営方針 

・子ども・教職員・地域

学校経営の重点 

・豊かな心の育成

・確かな学力の向上

・健やかな体を育む

・地域ぐるみの学校

指導の重点 

Ⅰ 学習指導の充実

Ⅱ 道徳教育の充実

Ⅲ 生徒指導の充実

Ⅳ 人権教育の充実

Ⅴ 健康教育の充実

Ⅵ 防災教育の充実

確かな学力 

豊かな心 健やかな体

生きる力

地域 

・諸団体との連携

・地域行事への参加

・学校行事への協力

・地域安全の向上

・保幼小中高連携

地域で子どもを育てる

学 校

取組の具体 

・3 つの「あ」…「あいさつ」

「あんぜん」「あとしまつ」

・「さん」付け呼称

・規範意識の向上

・縦割り活動の充実

・対外活動への参加

・保幼小中高連携

・さわやかタイム（読書）

・こんこんタイム（計算）

・補充学習（火曜日放課後）

・普通授業の充実（めあてと振

り返り，問題解決的な学び，

探究活動，体験的な活動，言

語活動の充実）

・支援の必要な子に対する指導

・ノート検定

・朝ランニング（5分間） 

・フッ化物洗口・歯磨き指導 

・食に関する指導 

・性に関する指導 

・感染症に関する指導 

・薬物乱用防止の指導 

・非行防止の指導 

・生活科・社会科・生活単元学

習・総合的な学習での地域と

の連携

・PTA・地域行事への積極的な

参加

・学校運営協議会の取組の充実

豊かな心 確かな学力 健やかな体 地域ぐるみの学校


